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のス．ペタトル．と重なりこの分光器の分解能では，明確なシリーズとしては観測されなかった。この
プログラムは．，分光学的考察を基礎として製作されており，吸収お．よび発光：の位置情報は（001）
→（000）のバンドのピーク組に区分される．。したが．って，このプログラムにより一次元データの
複．次元化がはかられ．たことになる。
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　　　　　　　　　　　　図4実測値と予測値を表示したメインフォーム
　図4．は，実測値と予測値を比較しな．がら帰属するVisual　Basicで製作したプログラムの第2．例
のメインフ．オームで．あるqメインフォーム中の上の描画フォームに実測スペクトルとその吸収およ
び発光ポイ．ントを表示し，下の描画フォームにスペクトルが観測されると予想される計算値を示．し
ている＝。この場合，スペクトル強度が画面上で確認できるためより確実な帰属作業が行える。
　．ツールバー土に「ファイル」「計算」および「理論値計算」項目を配置．している。
　例えば「計算」をタリッ汐．して選択すると
　・．分子定数の入力画面が出てくる．ので各分子定数を入力し「計算フォームへ」のボ．タンを押す6
　　「計算フォームへ」中に配置してあるデータの保存先部分．に．保存デー．タ名を打ち込み，「計算」
　　のボタンを押し計算を行う。
ピークデ．．一タ処理
・まずツールバー上の「ファイル」中の「データファイル処理」を選択する。
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　次に処理したい②のピークデータのファイルを選択し，処理後の③保存先を打ち込むb「ファイ
ル処理開始」を押し，処理終了後「終了」を押しメインフォームへもどる。
　・グラフの表示
　まずツールバー上の「ファイル」の「実験データ読み込み」「ピークデータ読み込み」「計算デー
タ読み込み」で各データのファイルを選択する。
　実験データの表示には時間がかかるため表示の必要性によりファイル名の横のオプションボタン
を選択する。
　「実験値」を押すと上の部分にピーク値と実測のスペクトルが，「計算値」を押すと下の部分に計
算値が0～4000　crc…｝の範囲で表示される。
　その他に画面を確かめながら帰属できる対応機能など多くの機能が組み込まれており実際の解析
に使用し実用性が保証されている。この作成したプログラムにより，帰属という最も時間がかかる
作業が正確に効率よく行えるようになった。
　事例の最後として，プレゼンテーションのソフト利用法教育の例を紹介する。
　下に示したのは，Power　Pointで作成したスライドの一部であり，これは4年次の卒業研究の
成果を発表する業績発表会で実際に使用された物である。（一部修正している）
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　Power　Pointで作成したスライドによるプレゼンテーションは，従来のOHPによる発表に比べ，
修．1’Fl作業はファイルのみなので印刷によるロスが．無く手軽に行える．ようになった。また，多くの色
を使用で．きる事，写真を貼り付ける事，作図機能が利用できる事，更にスライド．ショー機能を利用
する事により，従来にない効果的な発表が出来るよ．うになった。
5．結　　論
　これまで，情報教育の事例の一部を示してきた。ここに紹介したプロ．グラムの作成には，ほんの
わずかなプログラミング授業とアドバイスおよびプログラム事例を示す：事により，学生が自主的に
企画し作成し完成さ．せたものである。プログラム作成前に示したプログラム事例より多くの機能を
付加し，それを．．ボタンをクリックする事により選択でき．るように配置さ．れていた。作成プログラム
は，機能性が高くかなりの完成度で，比較的短時間に作成する事が出来．るようになった．と思ってい
る。．
　問題解決に対する明確な目的意識を持たせる事が出来るならば1多くの学生が潜在能力を発揮し、
効果的な情報教育が出来ることを今回の事例は確信させてくれた。
　しかし，．これは4年次生の研究室に配属された学生に対しての事であ．り，いつでも質問．が出来答
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えが返ってくる環境での話である。したがって，初期の情報教育にこの体験をいかに活用するかが
今後の課題である。
　化学の教育は理論と実験の両者がうまくかみ合うことが必要条件であり，従来の授業形式による
情報教育での知識の習得に加え，実際の問題に対して習得した知識をいかに活用するかを「体験で
きる授業」が必要であると考えている。
　それを多人数教育で実現できれば教育効果は十分期待できると思われる。しかしプログラム作り
の実体験が皆無に近い現在の新入学生は，初歩的な操作さえうまくいかない場合が多く，その実現
にはかなりの工夫と努力が必要であると思っている。また，講義時聞内で，内容を理解できないよ
うな状態の学生には，後Hにその点を十分考慮して指導する必要があるであろう。
　講義中にプWグラミングのコツや難しさを組み込むことも可能であるが，それに捕らわれすぎる
とゲーム的感覚に陥る可能性もあり，これらの点については今後の課題である。
　今後，情報環境がどのように変化しても，基本的な利用法とプWグラミングを通しての，思考法
が身に付いていれば対応が可能であり，化学科の情報教育では，あくまでも化学の補助的手段であ
ることを十分承知して教育していきたい。
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